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しかし，先行研究は，介護．福祉業界全体の性別

を問わない職員を対象にされたものが多く，障害福

祉実践現場で長く働いた経験のある女性に焦点を当

てたものはほとんど見当たらない．

本研究では，まず日本における女性の労働状況と，

介護･福祉業界で働く女性たちの労働状況,そして，

1 990年代から始まった社会福祉基礎構造改革が障

害福祉の実践現場にもたらした諸問題がどのように

影響したのかについて概観する．次に，ナラティブ

インタビューの手法でインタビューを実施し，イン

タビュー内容から背景にある課題を抽出，整理し，

分析し．最後に，女性職員の離転職の背景にある社

会構造についてジェンダーの視点からその不平等に

ついて考察する●ナラティブインタビューは対象者

が自分の物語(ナラティブ）を語り，インタビュアー

が事実経過を確認することにより起こった出来事の

背景や要因を明確にしていく手法である(p.56 ) 3).
この手法を用いることにより，本人が語る経験から

離転職の背景にある要因や社会構造の分析につなが

ると考えた●本研究で用いる「ジェンダー」とは，

生物学的な性別ではなく，生き方，役割 他者との

関係性などに関して，「男らしさ」「女らしさ」等，

｢こうあるべき」「こうあるのが自然」といったよう

に，社会のなかで共有されている考え方や価値観

社会規範や社会意識などと，それらと関連してつく

りだされている社会制度や社会構造における性のあ

りようをいう●本研究では，それらが問題の背景に

あるのではないかというジェンダーの視点を持って

インタビューの分析を試みた(p24-26 ) 4).そのよ
うな性のありようを理由に不当な取り扱いや差別を

受けることをジェンダー不平等といい，世界経済

フオーラムでは，経済，教育，健康，政治の分野ご

とにジェンダーギャップ指数を公表しているが，

2024の報告で，日本は156カ国中118位である5).

2．社会福祉の実践現場で働く女性たちを取り巻く

環境

1．はじめに

本研究の目的は，障害福祉の実践現場で15年以

上働いた経験のある女性職員へのインタビューを通

して，離職・休職・退職・転職（以下，離転職）の

背景にある社会構造の課題をジェンダーの視点から

分析することにある．研究のきっかけは，筆者の周

辺で離転職した女性たちの話を聞く中で「なぜ，障

害者の人権が大切にされる実践現場で，働く女性の

人権はないがしろにされるのか」と感じたことであ

る．この疑問について,離転職を選択する背景には，

社会構造の問題があり，それはジェンダー不平等に

起因するものではないかという視点から分析を試み

た．

介護・福祉労働についての調査や先行研究は多数

あり，離転職の要因もさまざまに示されている．公

益財団法人介護労働安定センタ( 2023 )の『令和

5年度「介護労働実態調査」結果の概要』では，直

前職が介護関係の仕事だった介護従事者がその直前

職を辞めた理由をみると「職場の人間関係に問題が

あったため」（34.3％）が最も多かった．それに続

くのは「法人や施設・事業所の理念や運営のあり方

に不満があったため」（26.3％)，「他に良い仕事・

職場があったため」( 199 %),「収入が少なかった

ため」（16.6％）となっている．その中でも「職場

の人間関係に問題があったため」は2019年から一

貫して1位であり，具体的な内容を聞いた中で最も

多いのは｢上司の思いやりのない言動,きつい指導，

パワハラなどがあった」（493％）である↑)．一方，

厚生労働省『雇用の構造に関する実態調査（転職者

実態調査)』（令和2年版）（2020）では，自己都合

による離職理由では，「労働条件（賃金以外）が良

くなかったから」が28.2％で最も高く，ついで「満

足のいく仕事内容でなかったから」が26％，「賃金

が低かったから」が23.8％になっている2)．単純な

比較はできないが，介護労働では，労働条件や仕事

内容より人間関係が離職要因の上位を占めているこ

とがわかる． 2－1．日本における女性労働者の現状
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たっての不利益や貧困にもつながる．また‘出産．

育児期を機に一度仕事をやめて，再び働き始める女

性の働き方を表す「M字カーブ」は近年解消しつ

つあるが，正規雇用の割合を見ると，女性は15~

24歳をピークに下がり続けており「L字カーブ」

として新たな課題となっている'1)．結婚を機に退

職をする人は減っているものの．非正規雇用で働き

続ける女性に置き換わっているのが現状である．

2－2．社会福祉基礎構造改革の影響

社会福祉の労働現場について考える際 さまざま

な労働法関連の改正と時期を同じくして行われた，

社会福祉基礎構造改革について概観しておく必要が

ある．日本では戦後，社会福祉施設の運営は公的責

任を有する国都道府県市町村が直接運営するか，

社会福祉法人にその事業を委託してきた．国家責任

として生存権を保障するために「措置」か「措置委

託」するという仕組みである．しかし1990年代か

ら「社会福祉基礎構造改革」が始まり，その運営の

在り方は大きく変わった．

社会福祉基礎構造改革の際 声高に言われていた

のは「競争と選択」であった．社会福祉法人は競争

がないためその立場に胡坐をかいて努力を怠り，

サービスの質が上がらない．だから，多様な事業体

(営利目的事業体も含む）が参入できるようにする

ことで,利用者が事業者を選択し,競争によってサー

ビスの質は良くなる↑というのである．そして，営

利目的企業の参入条件を整えるために，さまざまな

規制緩和が行われた そのひとつは，それまで公務

員に準じていた社会福祉法人の職員の賃金について

の制約を外すことであった．1998年の中央社会福

祉審議会社会福祉構造改革分科会の『社会福祉基礎

構造改革について（中間まとめ)｣」では「社会福祉

施設等の職員にふさわしい給与体系を導入し，その

職員の能力等に応じた処遇を可能にする必要があ

る」と提起された．さらに、社会福祉法人の運営に

強く「効率化の追求」を求め，効率化のために「社

会福祉法人の会計．経理，経営管理体制の改革と合

わせて．経営管理の指標の制定，職員の専任・常勤

規制および外部委託についての制限の緩和，省力化

の推進を行う必要がある」とされた'2)．

これらは､効率的な運営を目指すという名目で，

実際は非正規労働者の積極的導入を含みこんだ制度

設計をもくろんでおり，その結果，常勤．専任で働

いていた職員の労働条件の低下，人材の確保や定着

率,職員の専門性の低下につながった．2008年の『福

祉の公的責任と社会福祉法人のあり方に関する「中

間まとめ｣」では，社会福祉基礎構造改革で社会福

祉法人が抱え込まされた経営上の困難を以下の3点

指摘している．①収入が減少.不安定化する一方で，

サービス水準の質的向上が求められる矛盾，②職員

1 986年の男女雇用機会均等法施行以降，法制度

の変遷を見ると「男女雇用機会均等法」「男女共同

参画基本法」「女性活躍推進法」「育児●介護休業法」

など，この30年余の間にさまざまな法制度が整備

され男女が平等に働ける社会を実現しようとしてき

たように見える．しかし．『令和5年賃金構造基本

統計調査」の概況によると日本で働く男女間賃金格

差（男= 100)は, 74.8 (前年差0．9ポイント低下）

となっており，女性管理職比率は課長級で13．2%

であり，まだまだ女性が労働の場で平等に扱われて

いるとは言い難い6)．筒井( 2015 )によると，そ

の理由は．日本企業の正社員の働き方の無限定性に

ある・筒井は「日本企業の基幹労働力として採用さ

れたものは､仕事に関する3つの無限定性を受け入

れることを要請される・①職務内容の無限定性，②

勤務地の無限定性，そして③労働時間の無限定性で

ある」と指摘している(p･103 ) 7).つまり､6&なん
でも．どこでも,何時間でも”という働き方である

これは健康で体力があり，身の回りの世話を誰かに

してもらえる人にしかできない働き方である.育児．

介護休業法などは基本的に「出産．育児期」にしか

配慮しておらず，それ以降は結局，「無限定性のある

働き方」を受け入れなければ正社員で働き続けるこ

とは難しい．これは．主に男性が就労による稼得を

得て，女性が家庭内ケア労働をするという「男性稼

ぎ主モデル｣を前提にしたシステムである(p､50) 8).

1 978年の「厚生白書」では，同居家族を「福祉に

おける含み資産」と明記しているが，この含み資産

が母や嫁を指すことは容易に想像でき，女性を家庭

内ケア労働の担い手として家庭内に留めておき，男

性が稼ぎ主となる家族のあり方を政策的に作ろうと

してきた(p.91 ) 9)．そのような社会構造の中で男

性が正社員として稼得を得やすくなることを「"男

性，，優位社会」と表現することがある．しかし，こ

れは男性のすべてを指すわけではない．前述の3つ

の無限定性を受け入れることが可能な“男性”につ

いてだけである・男性であっても「家族にケアが必

要な人がいる」「体力的に長時間労働が難しい」な

ど’3つの無限定性を受け入れることが困難であれ

ば，職場内で不利な立場に立たされる．生物学的な

性別ではなく、家庭内ケア労働を担う立場にあるか

どうかの影響を受ける．

『男女共同参画白書（令和2年版)」によると，日

本は家事や子育てなどの無償労働にかける時間の差

が男女間で5．5倍と非常に大きくなっている．「無

償労働十有償労働」の時間は’日本の女性はOECD

の国々の中で一番長い'0)・「無償労働十有償労働」

の時間が一番長かったとしても，有償労働の時間が

短ければ，稼得が少ない，社会保険に入れない，経

験を積めない，資格を取得できないなど将来にわ
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処遇の改善・向上のための十分な財源がない中での

職員確保と専門性の向上が求められる矛盾，③利用

者の費用負担が重くなり，サービスの利用がしにく

くなる矛盾 である(p・10 )'3).
その後職員不足の深刻さは増し2023年度のきょ

うされんの調査『職員不足の実態調査一報酬改定に

むけて」では「職員募集しても応募がない」という

障害福祉事業所の声が多く，募集人数に対する採用

人数の割合「充足率」は57．7％と，きわめて低い

水準になっている(p.4) !4).

2－3．介護．福祉労働現場における女性の現状

日本社会全体では女性の働きにくさが改善され

ず‘社会福祉基礎構造改革で介護．福祉の労働環境

が悪化する中で 介護．福祉実践現場の女性の働き

方はどのように変化していったのだろうか．

2000年の介護保険2006年の障害者自立支援法

施行により，営利法人が経営する介護．福祉関連の

施設が増え，働く人はますます増えている. 2022

年「就業構造基本調査」によると，医療．福祉業の

有業者は900万1 000人（全有業者の14 %)で,16

大産業分類中3番目に多い．就業者の性別は介護労

働安定センターによる「介護労働実態調査（令和2

年版）で‘男性が22.0%,女性が77.6%である15).

また, 2017年のきょうされんによる「障害者支援

事業所職員労働実態調査』では，職員のうち男性が

35.7％女性が64.3％であり，非正規職員の割合は

44.5％．非正規職員のうち女性の割合は74％であ

る↑6)．介護（高齢）分野，障害分野ともに，就業

者の7割程度を女性が占めている．

介護・福祉職場で女性が非正規として働くことに

なる背景について，山根( 2023 )は，そもそも福

祉の市場化は「①労働市場や家庭のジェンダー構造

から低賃金を受け入れざるを得ない女性や．②利用

者のニーズのために働く献身的な専門家を利用する

ことで成立するジェンダー不平等に依存すること

で，効率的な資源配分を達成する仕組み」であり

(P.34 ) '7),「介護保険制度は,年収130万円（以下）
で働く低賃金女性労働者に依存し，また，そうした

労働者を再生産する社会制度といえる」と述べる

(p.48 ) |8). 制度が，非正規雇用で働かざるを得な

い人たちを含み資産としているのである．

また，山根( 2010 )は，女性がケア労働に従事

しがちな．労働市場の経済資源の配分（男女の賃金

格差，所得税の配偶者控除 基礎年金の第3号被保

険者制度による誘導等）に着目する これらは，家

庭内にケアを必要とする人（子ども．障害者，高齢

者等）がいる場合，女性を労働市場から撤退させ，

家庭内にとどめたほうが合理的であると判断させや

すくなる．そして，家庭内ケアの必要性が低下した

時に働きだそうとすると．労働市場でのキャリアが

少ない女性は，身に着けた“ケア能力”が仕事を得

るための“資本.，になり，介護●福祉の仕事につき

やすくなると述べている．ワークライフバランスを

考えた女性が非正規で介護．福祉労働に従事するこ

とを選んでいるように見えるが，背景にはそうなり

やすい構造がある19)．

さらに，女性たちが，介護．福祉職場で働くこと

になりやすい理由について「女性はケア労働が得意

である」「女性が自らケア労働を好んでいる」等の

主張がよくなされる．しかし，ジョアン･C・ トロ

ント( 2020 )は「人類史のほとんどを通じて．そ

してほとんどの人間社会において，ケア実践は社会

的地位の低い人々にむすびつけられてきました」と

指摘している(p､36 ) 20).「女性はケア労働が得意」
という主張は，社会構造からこの仕事を選ばざるを

得ないのではなく，女性たちの主体的な選択に見せ

ることができるため，女性をケア労働に留めておき

たい人々にとっては好都合であり，女性らしさや母

性と共に語られ続けている．

こうして，介護．福祉業界では労働者の約7割は

女性という状況が生まれるが，管理職になると男性

の割合が多くなるという逆転現象が起こる．舞田

( 2020 )によると, 2015年の国勢調査をベースに

した数値では，障害福祉事業の全就業者の男性比は

37.9％なのに，管理職では70．l%にもなる．訪問

介護事業に絞ると，全就業者に占める男性比は

12.3 %なのに，管理職では57.8 %にもなる2，)．こ

のような現象について山根( 2010 )は「垂直的な

性別職務分離が起こる」と指摘する その背景には

｢子どもの小さいうちは短時間労働を希望する女性」

と「長時間労働が可能な男性」という社会の構造の

影響と，女性が多い職場で「男性所長のほうが組織

運営は円滑に行くという仮定」（男性が上に立つこ

とを正当化するジェンダー言説）が互いに強化し

あっている可能性を述べている(P.268 ) 22).
以上．日本における女性労働者の現状と．1 990

年代から始まった社会福祉基礎構造改革により，低

賃金で働く女性労働者を含み資産にした介護保険制

度と障害者自立支援法が成立し，労働環境の悪化し

た介護．福祉労働現場の安価な労働力として女性た

ちが飲み込まれていったことを概観した．第3章で

は，これらを踏まえて●現在，障害福祉の実践現場

で働く女性たちがどのような状況にあるか，インタ

ビュー調査を通して分析する．

3．障害福祉の実践現場で働く女性のインタビュー

調査

3－1．調査概要

目的：本調査は「障害福祉の実践現場で働く女性の

離転職の背景にジェンダー不平等の課題があるので
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し，発展させる目的のため，3つの無限定性を受け

入れて働く場而が多くならざるをない そこに社会

福祉基礎構造改革でさらに困難な状況が生まれ，労

働者の｢大きな無理｣で解決するしかない状況になっ

ている．

Aさん(50代・独身・管理職・休職）は，大学

を卒業して20年程度は3つの無限定性を受けいら

れれる状況で精力的に働き続け，早<に管理職に

なっていた．40代半ばに‘自身の更年期症状と親

の介護，障害のある兄の介護が同時にAさんの身

に降りかかった．

倒さんノちようと：私がお蔵くらいから，私の更

年溺と溺の〃震か入ってきた．溺菰ﾉ<退院を綴り返

して~；さら/ご‘我が家の場含 鐙筈かある尼のこと

‘ある．2人のことをみなﾉﾅれば湊ら漆いことにまっ

てしまう.家のことか回らへん.溺を蒜溌連ｿzてって；

礎盃 礎蓋で鑑異存って入院するか決めるその妄↓』

一日の〃/ご／弓お足ちゃんか滞って乗る鮮蔵や と､､う

しょう･･･_／と で5．その〃に職場から電話でrコ

ロナ刀拙ました_//芸讓逢嚴いてくださ↓』_／とか，運

瀞か沈や入ってきて･･･，〃凌箇蒜鰐を荻ノナて外に言

語差しにいくつでいう…．妙う，訴汐f分からへ允妖

泥にまったとき/ごr3う無型方凌あ_／って'．．．

Aさんは，この後 体調不良により「適応障害」

の診断が出て休職し，復職について上司と相談する

場面で，自分の状況が全く理解されないことに,l豐然

とする

倒さんノ上司に話をした．で沙,r鯵またばノ登理

綴に漆ってしまってる．これは誰でヨガ遮る道で

そこクリアせんかつたら．佳雲まんかできへんから

蜜／_／と言われて（秘はﾉL'､の駒でノそふ凌話をして

るんじゃまい，鐘う，と ヨク，まんべん言うで3

通とまいって~葱つた．私ば‘聟型織やからLんと翻し）

凌画んで言うでませんよと お尼ちゃんのことについ

てはrそれば祷洸サーどスで〃とかして／って言わ

れて そう↓』う話しではまく,･･，こんまに通じまし』

のやと,囲って：これは と”だけ喋って3…・蕪理

やま､，と′劇って

Aさんは．家族のケアを誰かに任せて仕事をし

たいわけではない．「家族に幸せに生きて欲しいか

ら，自分の人生の時間配分変えたい」（仕事と家族

の時間配分を変えたい）と考えていた．しかし，そ

の話が通じない状況であった．

倒さ/f,J忍ば”允墜毎 上司か~勿牢_との世/6で

上司たちの越允腿は，ぼん菱に迂箏一辺〃に表てる世

允聖やから家族のケアする感営は解いと,臣うれんか‘

(家庭のケアでノカを出す象量って~；少凌いから，エ

ネルヂ､－のぽとんと需を任雲にささげてきたふたい彦

ととがあるのでそうし』う”以郊の5の感知ら凌い

だから〃を言うで沙蚕‘（渡ら/ごノ理解を線だ↓'と,餌

はないか」という課題意識に基づき．離転職の理由

をインタビュー調査し，検証を行うことを目的とす

る．

倫理的配慮：本調査は筆者所属機関において書面に

よる倫理審査により承認を得ている．参加者には，

研究方法，参加は自由意志で拒否による不利益はな

いこと，及び個人情報の保護について．文書と口頭

で説明を行い書面にて同意を得た．結果はプライバ

シーに配慮し，個人及び団体等が特定されないよう

にインタビュー内容に支障のない範囲で加工をし

た．

期間：2022年10月～2023年3月までの6カ月間

方法：ある地方の障害福祉実践現場で働く女性たち

のうち､15年以上の就労経験がある人を対象とし

た．理由は、15年も続けられた人たちでさえ離転

職を選んだ経緯にこの研究の鍵があるのではないか

と考えたためである。9事例を取り上げ，障害福祉

の実践現場で働きだしてからの経験についてナラ

ティブインタビューの手法に基づき聞き取りを実施

した．インタビューの際 離転職のきっかけになっ

た出来事やその時に悩んだことについてはより丁寧

な聞き取りをした．9事例は↑知人数名および，そ

の知人から紹介を受けた人である．本稿では，9事

例の内，離転職の理由が起業や留学である人,離転

職をとどまった人をのぞき，障害福祉実践現場での

出来事が離転職のきっかけになっている4事例

(A,B,C,D )のインタビューを分析の対象とした．

表1 インタビュー調査対象 ＊全員正規雇用職員

年齢 家族 入職年 職位 特記事項

5()代

3()代

40代

4()代

独身

独身

独身

既婚・子有

管理職

一般職員

一般職員

一般職員

休職

退職

退職

退職

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

５
３

３
８

９
０

０
９

９
０

０
９

１
２

２
１

3－2．結果と小考察

インタビューの内容を対象者の類似の経験で分類

し，共通する背景要因があるか検討し，以下のよう

に整理をした．

①家庭内ケア労働を誰が担うのか，②職場内での

権力勾配，③社会福祉基礎構造改革の影響，④社会

運動から生まれた職場の課題

インタビューで研究対象者が語った部分について

は斜体で記している

3－2－1．家庭内ケア労働を誰が担うのか

2章で述べたように，日本社会では3つの無限定

性を受け入れて働くことが可能な人が基幹労働者と

なって労働現場が作られている．営利企業では，利

益を得ることが目的であるが，障害福祉の実践現場

では，貧しい福祉制度の中で．障害者の権利を回復

一 只 一
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仁安ってし麦うってし，うぜ象凄んで…・同僚同士か、

分かち合う場がまいっていうの‘ひとつまんでしょ

うﾉﾅと．も．いかに上司/こ気に入られるか．茜渡〃上

尹みたし》まぜ象にはま､クズす3んね．一万”に意息

を言うと，〃立みたいま形でチームとしてばうまく

いか凄いので そこで秒やっぱタ病え方ってし』うの

を孝荒まいとし〕〃まい蜜とは…今ば反雀点在

Cさんは，経営のために退院に積極的ではない

管理職の方針と，地域での生活を目指して退院支援

をしたいという実践現場職員の支援方針の間でジレ

ンマに陥る．

にさんノ上司/ご／勝手にしる／_/みたいに言われて

し募ったこと3あって：経営のためには蒜溌のべ､ツ

メ､.をある程魔埋めまいといけまい 認綴に求められ

てることと，自分たちがやっていくべきこと･･･が

運う， 麹織全激から尾ると，掴たちは少鐵"fですり

んね． だから，従ってきた．で沙．ものすこ､､くそれ

/ご対する鍔らきソ塗とでしまって…．自分たちの迂

雲の翻っていうのを倉えようと餌うと やるべきこ

とをやってからじゃまいと,意見が言え凌い、そこに

はカガ泌要で 私も,教当ばみんまて誘手せたらよかっ

たまと,恩うとと3あるんで式 で3，それを言って

いいのかとし】うの秒ずっとあタましたL…．

退院可能な病状の人を，経営のために入院させて

おくことは，ソーシャルワーカーの倫理にのっとっ

て考えればありえない.Cさんの葛藤は性別だけで

はなく‘自分の仕事に対する職業倫理からくるもの

と合わせて2重の困難があったと思われる．

また,Cさんには，行政が，地域の福祉|句上のた

めに取り組む会議等の委員の依頼が来ていたが．そ

れも上司との間で軋礫につながった．委員を選考す

る際に「ジェンダーバランスを考えて女性を推薦し

てください｣などの要望が出る時がある.Cさんは，

とある委員に推薦されたことについて,上司から｢女

性っていうだけで選ばれていいですね」と嫌みを言

われた経験もある．そのような経験を「自分がうま

く立ち回ればよかったのか」「もっと|司僚と話し合

えばよかったのか｣と振り返りながら,退職をして，

今は新しい組織で仕事をしている．

3－2－3．社会福祉基礎構造改革の影響

Bさんが退職に至る理由の一つに，勤務表を作

るにあたって非正規や派遣労働等の職員を「切る」

という仕事をしなければならないことに大きなジレ

ンマを感じたことがある．

(Bさんノ返綴の麹で一薙大きぐでしんとかつたの

はj泥菅さんたちを…〃らまあか/f,って↓》う碇泥で

した．私たちは繧諄のある人たちかを会で生活して

いくことの大事さを，，蘆識をしてきたわﾉﾅじゃまし》

ですか．凄の/こ'派菅さん/こがしてば/~あなたはこ

れか出乗ないから迂雲やめてね._/みたいを謡って参

う方か．しんと子いまあと,震う，

Bさん（30代・独身・退職）は，勤務を組む立

場になった時に感じたことがある．

(Bさんノ子と需3さんがいる葦理綴の人に／筏勤ｶ矩

〃凄い_／って言ったら，ノ1｡シ､ヤマ婆の猿を運〆zで疫

勤に乗られたことかあって シングルマザ､一だった

ので 家にその子おいてくるって↓』うわけ/ごぱいか

ま､いんだろうﾉﾅと：／~そこ菱でL r･･L/って：その僻

に，管理綴の人は／凌勤でき凄いんで式jって断γz

まし』んだと,贋ったふですよね．その立ち舷置にまっ

てしぎったら…〃/zま↓)のか．

勤務歓御を麹んでて沙rあそこは小さい子がいる

から，ちょっとこの辱廠は入って苗らえへんま_／と

か↓』うのか苗でくるじゃまし)ですか，そうまると衣

当/ご一握りのrい↓'ですよ．でき茨すよ_／って言え

る人/ごば貞塑汐娠るし，そうし』う”ま方勃rできるﾉ（

しか葺理綴には参れまいんじゃまいかと,闘って そ

ればやっぽ〃安んかねえ‘厳しかったですい．

家庭内ケア労働を担いながら．3つの無限定性を

受け入れて働くということは困難を伴う．しかし，

家族のケアを誰かが担わなければ社会は回っていか

ない．男性が稼ぎ主となり，女性が専業主婦か短時

間労働をしながら家庭内ケア労働を担うという「男

性稼ぎ主モデル」を前提にした社会の構造は，家庭

内ケア労働担わなければならない人たちを正規職員

としての就労から遠ざけることにつながる．またB

さんの上司のような姿はこの職場で働き続けたいと

いうモデルにはなりにくく，仕事を続けることの阻

害要因になりえる．

3－2－2．職場内での権力勾配

Cさん(40代・独身・退職）は，同じ意見でも

男性や地位のある人が言うと通りやすい状況を経験

して「結果として，仕事が前に進めばいい」と自分

の気持ちを飲み込んでいる でも，それを続けたら

結局「男性の意見は通る」「地位のある人の意見だ

けが通る」という形を職場に残すのではないかとい

う葛藤を抱える‘

にさんノこのﾉ(の意思まら，あのﾉ(は鰯〈かま，と

か，あタ菱すよね．”どこと言って沙，立場か運う

とか 淫〃が這うとかで….rこれでいいんﾉざろうか

…_／と感じ麦した．で沙，それで 自分か言ったご

ど這 う菱くいか凄かったらね，縁局はね，↓咄』繕

袈にまらま､い rでしゃばる/〈/じゃまくって…_／って

↓》う風には今は留ってま式

障害のある人の暮らしがよくなっていくのであれ

ば，自分の意見を飲み込み，仕事を前に進める し

かし.その葛藤は大きい.結局退職を選ぶことになっ

たCさんは，「私もやり方がまずかった」と，自己

責任で自分の気持ちの整理をつけることになる

にさんノうぎ〈渡タ歩↓〕ていかまいと，鰯草にダメ

－6－



んか…‘自分の域ではすごく鍾初感かあった.rとX，

まﾉ(沙いっしょに，多綾鮭を認め合う鉦会を作らな

いと，"騨舂さんたちは生涯ができまいよ_／と↓』う

こと刀痘えてるはずの法人が人を切っていったタ，

,駒のように扱うとし』うことが…．よく顔張ってくれ

た人でもr今の働き方か~しんと、↓』です二/っていうのざ

やめて↓』くって↓』うところか~…まんか‘のすごい矛

唇で すごいストレスで,’‘・

筆者：そのストレスを相談する上の人とかはいな

かった？

のさんノレ』ま罰かつたですね 編斑織場って~；支蜑の

丘万万Vと､の方該がいい_/とかまし』じゃ凄いですか．

と沙すると／呼鋤ｸに鐡痩秒f況罫で存ってし)ﾉﾅるﾉ（

がすごいﾉ(_/みたい/こまってくるから，／弓今のｶﾂ篝の

任方で河将毒さんか．い↓)と葱ってるのか.，_／みた↓』

凌振タ返〃をする〃もまく，とタあえ説順番に瘍刀』

せることのできる人か､rすご､い人_メすると,rさっ

さと寝ざせられ淡いあの職員〃勤務に入ると大変

“･_／とし』う感鐵諏管えてくるrア章に河豚者皇さんの

話を鰯く磯貝＝辱〃かかる職員_／みたいにまって↓』

た〃，否 ちようと叡その興 人雲義讓3入ってきた

嶬靭ﾉさったので 上手/ご〃房する綴貞凌んかは‐と

の人がいる辱は_上手いことやる．でも,鱈託さん瘤

〃で萱さんしかし』まい厚は全然動か凌い だ>から，上

司と話しあってもれ，職員の息方ふたいのズ．しがす

こ．､くあつで 当嶬 掴がすこ､､くいいまと,思ってた派

菅さんがいて…‘で3，箏艤かあって〃ﾉﾅる日数が

少ない”．，みたいな誘差郷課してたら，劫らまい〃

/ご上可汐嗜のﾉ(に／避勤亙数を穂やすか,深めるか_／

を鍔示し乞瀞めること/ご参って~た．そうやって/法：

ﾉ(の諦合のし』いように織貞配置をする_／のが当たタ

前にまっている職場では〃ﾉﾅまいし，自分自身がこ

の蒲証の丑要燕いにまる漆あと綴って

Bさんは退職を選んだ.Bさんは，この仕事は

好きだという 〃)つかこの丘･雲/こ房.りたい、鐙害

のある人と弁に過こ､’すことは 鱈諄のある人からた

くさんのことを堂ばぜで苗らえる避象云 自分がそ

こにいることか百分のため/ごま｡ると,思う/f/で式_/と

Bさんは言った．

この｢派遣労働者｣をコマのように使う仕組みや，

人事考課制度は社会福祉基礎構造改革の影響を受け

たものである．その中でBさんのように障害者の

ことも労働者のことも考えられる人はジレンマの中

で心がもたなくなっていく．

Cさんは障害のある人の「当事者会」の活動を

とても大切な活動だと捉えてサポートしていたが，

その方針に対して上司からの圧力を感じる経験をし

ている．

にさんノ（当妻毒/替動ばノガ”か蓋生するとか 数

種必されるところか弱かったり‘するので その活

動サボーメの丑雲にあてる停厳か妄かつた〃すると

…，上司によくまい顔をされる．シ．レンマが生じる

としたら‘そこですかね．自分自身とか蒻場のワー

カーたちガミ大切だ渉と,思って↓'て3，まかまか経営

”には反礫されにくい誠分かあって：

当事者活動のサポートは直接的に収入につながら

ない制度設計になっていた.Cさんは「本人にとっ

て大切な活動を続けていきたい．でも，所属組織の

経営を考えるとあまり活動しないほうがいいのか」

というジレンマを抱える．

にさんノ（シ､レンマぱノノつば やっぽ〃経営摩と

の〃で起こりますよい．経営鱈からダ､グレク〃ご言

わ/zたこと凶あり菱すし．〃えばrこの丑雲の辱”

は ○がく"らいまでにしよう_／とか，経営〃からの

要望かあったクすると，やっぱり雇豚されてる-立場

からすると，従うのは当然のことですし，それを良

Lとしていくことが（第場でノグ/ま秘か力でいく．

それか．(溌営摩のいうことを厳〈のオリ良い磯貝っ

てし）う凝/こまっていく．それを言えまい雰趨気/こ

まってはい/ﾅま､いまとも,闘ってぎしたし．

筆者:Cさんとしては「この活動は大切だから，

進めていきたい」っていうことを 言える職場にし

ていきたいなって思いがあったんですか？

応さんノそうで式 毎 そうしていきた↓』まと,思う

と，やっぱり魂礫っていうのは強くまっていき麦す

よね．やり方沙ね，色々ある/《,で上ようけと：私自

身の主張の丑方を身につﾉﾅでおくとか‘ふんまでが

鱗を綴るとか，郊誠の方/ご＆意見を彫くとかとし』う

手段”泌要まんだろうまと,観↓)ぎす：

このように上司と軋礫が生まれてしまったことに

ついてcさんは．自分の「立ち回り方」を反省し

ている.反省をするものの,あの時どうすればよかっ

たのかは今でもわからないと言う．うまくやってい

くために大切なことをごまかすことはできなかった

のだ．

伍さんノ蕊含を美窮するため/ご拭 溌綴の域/こ〃寓

していまいとでき安し)こと苗あタます5んね．私沙

反登点はし》つば↓』ありますし，じゃあ．では と令う

すれば汝かつた．ってぎえﾉが今あるわノナでばまいん

ですが ずっと存ち縁ノナでし》くテーマだろうまとば

思って麦式

Bさん,Cさんの経験は‘ジェンダー不平等に

よるものとは言えないかもしれない．退院支援のジ

レンマは，職員の性別に関係なく起こる．しかし，

Cさんが「性別によって同じ意見を言っても違う」

と語ったり，「女性っていうだけで選ばれていいで

すね」と嫌みを言われた経験を含めて考えると，退

院支援のジレンマは同じように起こっても，その際

に受ける抑圧は,Cさんが女性であるから強くなっ

ていると考えられる.Bさんの経験した勤務を組む

一 ワ ー
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立場での痛みも､シングルマザーや家庭内ケア労働

のため働ける時間に限りがある人等，排除されやす

い人が女性に多いことも事実であり，その矛盾を女

性であるBさんはより強く感じたと考えられる

3－2－4．社会運動から生まれた職場の課題

障害福祉事業は，ほとんど何もない時代に．一部

の善意の人の寄付などを財源にしながら始まった．

それが1960年代頃から社会運動の波の中で，障害

者の生きる権利を獲得し，生活を向上させることを

目的とした社会運動として展開され，障害福祉事業

の発展につながっていった．

Dさん（40代・既婚・子どもあり・退職）は，

熱心に社会運動に取り組む施設長に誘われてその施

設で働きだした．／弓労働環持はブラック竃 毎〃残

業>が彗遁電年度鋳の前ばβ〃か変わる菱で鰯↓》

ていた_／という．その職場で，初めて産休・育休を

とって復帰したのがDさんだった．施設長は,D

さんに対して“働く女性としての社会運動”をすす

めた．

のさんﾉ所蚕が/あんたが(凝揚”にﾉ深淳豚を作っ

て厳しし』って言ったら〃ｿzるんや畳／って↓』うのを

”回沙言われたんだﾉﾅと＃掴は 深淳所は勉域のほ

うがいいと,厩ってたからf職場”にば九』らんかつた．

そﾉzだノナじゃまいんで上よう/ﾅと：所琵と蒜〃合↓，

〃悪くまった．（子育て上でいるのでﾉ/茨な早く滞っ

てくださいカー／みたいのは言ってくれる〃と：で＆

ね，丘t3U緯業やの/ご反勿からミーテプングか垢まる

んですよ 深言厨お迎えと､うLよう･･･‘手､リヂ､りぎ

で参〃Lでたんだﾉﾅと：鋳ててrごめふごめルー／っ

て偏った〃とかLで で沙そうやって私か早く糯る

ことに不満を存ってる人5Wごはいたみたい．所蚕

から（子と、3が↓』る女陛か灘きやすいようにノ／意息

を3つと言ったらええ_／って三わﾉzたから．／~○○か

難しいです二／とか言ったら‘ん》や～．で沙，あんた

がそうやって言ったら，ほかの人と叡う,段う.P_/とか

言われて／子と傘3か､いるから‘そ沁凌厩/ご麓遇され

ていいよい～とかまるんちやう.'_/って言われたこ

と〃移った〃滞塚言って妙そん凌風に返されたら，

/変わらへんやん_／って漂ったの沙覚えてぎ式

社会運動は，社会課題の解決を'二I的として取り組

まれるものである．目的に賛|可した人たちが自分た

ちの時間や労力を提供しあって展開される.Dさん

が「労働環境はブラックで」と述べたのは，社会運

動をきっかけに作られた障害福祉の職場で，運動と

労働の区別がつきにくくなっているという事がある

のではないか．日付が変わるまでの残業は労働現場

としては問題があるが，社会運動としてみれば法的

な問題はない．

また,Dさんの働き方の要望に対して，上司が直

接意見を言うのではなく，「周りが言うと思うで」

ということは，職場内でのDさんの孤立につながっ

た.Dさんは育休復帰後，日勤帯の部署で働いてい

たが．下の子どもがまだ保育園の時に夜勤のある部

署への異動を命じられた．夫も変則勤務で福祉の仕

事をしていたので「無理です」と伝えたが「組織と

して，やってもらわないと困る」と言われたので，

退職を決意し，辞めた．筆者が「異動を断ったら辞

めるしかないのか？」と聞いてみたところ,Dさん

は以下のように答えた．

のざんノ掴にその梗挫汐鞍かったつで言うか．ただ

でさえ啄長と笏〃合い〃悪くまって 会議で紗私を

務ば､Lて~意尾を鰯か安いとか 私か毅苛Lでいるこ

とにかする貸湾やの/こ鐘う人にかして/Fまあ，オ

マエー／って振ったクする/f,ですよ その畔はrコグ

ツ腹立つわ～_／って~頚いつつ‘縁えられたんですノナ

ど で沙異動を断って今の麦麦でやっていこうと頚っ

たら．3つとそう↓】うのがひどくまるとか毎うと…．

Dさんは上司にとって理想の「子育てしながら

働く女性」ではなかったと思われる．おそらく上司

は働きながら声をあげて職場内保育所を作り，そこ

に子どもを預けてバリバリ働く女性を求めたが,D

さんは，住まいの地域の保育所で地域住民として生

活することが子と．もたちにとってよいと考えてい

た．所長の望むようにならないDさんは，会議で

発言の機会を奪われるというハラスメントまで受け

るようになっていた．しかし,Dさん自身も社会運

動をがんばっている法人で働いてきて，／~注ゑ込み

で〃↓』ていた鮮/fのﾉ(から学"だこと沙多↓』ム そ

の大勿さもわかってるんで茨ﾉと語る．だからこそ，

｢私に根性がなかった」と気持ちを整理し，自分の

中に納めることになってしまう．

Bさんは，勤務シフトを作る立場で「派遣切り」

を自分がしなければならないストレスと，独身で夜

勤ができる自分が，他の人のカバーも含めて無理な

働き方をしていたことでしんどくなり，退職を考え

て先輩職員に相談した．

むさんノ（辞めたいと底えた鮭ノ先議から言われた

のばﾌ河豚毒さんはそこから逃ﾉﾅﾝZまし』じゃ凄いか_／

と．／施誘にいる限り，いやだま､あと,農ｸﾙ<湖から初

〃歩さんは遂げ沈ま､い、ノナと：職員はいつで沙逃げ

出せる沃泥/ごある_/／>さから辞めたらあかん_／みたい

参言い方ﾝざつたと,厩う/f/ですよ．

筆者：あなたが「もう逃げたいんです」って言い出

す状況にまで至っているっていうことは？

(Bさんノあんまり底わってまかつたと爵いま式 話

はいろいろしたんですﾉﾅと、･･ ・多分ね，その…,rL

んと小いL辞めたい._/みたいまところが,．．,私の想っ

てるLんと鼠ざってし，うのが 先輩/ごば多分底わって

まかつた/f,たろう凌あと‘囲って‘･’‘

前述のAさんを励ました上司の「誰もが通る道
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また，「やるべきことをやってからでないと意見

が言えない」「私がうまく立ち回れなかった」「私に

根性がなかった｣｢あの時どうすればよかったのか．

答えはまだ見つからない」という言葉に現れている

ように，女性職員たちは自分の身に降りかかったハ

ラスメントや困難を「個人の問題」として自分の内

に納めていることが伺える そうしてしまうのは｛

未だ，これらの問題が社会構造から生まれる「社会

の問題」であるいう事が，本人にも周囲の人にも発

見されていないからである．cさんの言葉／~自分

ｶ言ったこと這うまくいか凄かったらね,諾>局ばれ，

↓，↓』滞袈/ごまらまい．でしゃばるんじゃま､くて．．‘_／

に表現されているように，自分がでしゃばらないで

飲み込むのが最善だと思い込まされる社会の構造が

ある．

4－2．女性たちの困難が捨象されやすい構造

2章の1,で概観したように，日本社会は女性を

｢ケアする性」と位置づけ，「男性稼ぎ主モデル」の

社会構造を意図的に作り，家庭内ケア労働の役割を

求めてきた．インタビューの中で，正規職員で働い

ていた人も，家庭内ケア労働に時間と気力と体力を

割かなければならない状況が発生すると，非正規に

なるか離職をするという選択を迫られていることが

わかる(Aさん.Dさん) 男性稼ぎ主モデルを基

本とする社会構造は，職場内で3つの無限定性を引

き受けられる条件がある人が上位に立つことに有利

であり,Bさんの職場でパジャマ姿の子どもを連れ

て夜勤をしなければならない女性管理職がいたよう

に，正規職員として働き続けるためには，家庭内ケ

ア労働を後回しにしなければならなかった.ただし，

これらの問題は障害福祉の職場だけが単独で解決で

きることではない．そもそもジェンダー不平等に依

存している社会構造の中で‘その構造に抗うという

ことは極めて困難である．

しかし，障害福祉の実践現場で働く職員には，も

うひとつ，障害福祉実践現場特有の権利が相反する

構造の影響がある．

障害棉祉の仕事は，対象者が権利を侵害され，社

会の構造上生きづらさを抱えさせられている人たち

である．その社会課題の解決や変革を「|指し社会運

動を展|州してきた職場が多い．しかし，充分な制度

や政策がない中で働く職員の労働条件はなかなか向

上しない．それどころか，社会福祉基礎構造改革の

影響でより厳しくなってきている．障害のある人の

暮らしを支えるにはあまりにも貧しい制度設計の中

で，障害福祉の実践現場は「障害者の権利」と「労

働者の権利」が相反する状況に置かれ続けている．

このことは，悩みを抱えた労働者に対して「障害

者は逃げられないのに，職員が逃げるのか？」と追

い詰めることに利用されてしまうこともある．あま

や！」という励ましも同じような傾ifi]があるが，追

いつめられている職員の気持ちに寄り添うのではな

く，「もっとがんばれ」と励ましている Bさんの

ように「障害者は逃げられないのに，職員が逃げる

のか？」と追いつめられると，相談した側は「障害

のある人は大変なのに,がんばれない自分がダメだ」

と感じ，自責の念にかられ，自分の口をふさいでし

まう．その結果,Bさんは，障害のある人とかかわ

るこの仕事が好きなのに，退職して障害福祉の仕事

から離れる．

障害福祉の仕事は，対象者が権利を侵害され，社

会の構造上生きづらさを抱えさせられている人たち

だから，仕事の中に「社会運動性」が含まれる仕事

である．しかし‘それが「自分たちは社会の課題解

決のために，正しいことをしているのだ」というバ

イアスになり，「相手の状況を鑑みない的外れな励

まし」をしてしまうという無自覚な暴力性が含まれ

てしまうのではないか 職場内で上位者にそれを言

われた場合，その職場に希望を見出すことは難しく

なってしまう．

4．考察 一離転職の背景にある社会構造一

4－1．ハラスメントがなぜ起こるのか

インタビューの中で，女性職員に対してハラスメ

ントが起こっていることが見えてきた．ハラスメン

トを「相手の嫌がることをして不快感を覚えさせる

行為全般」と定義して考えると，インタビューの中

では,Cさんが言われた「女性って言うだけで選ば

れていいですね」やDさんが会議での発言を飛ば

されることなどが該当する．人権を守ることの大切

さが重々わかっているはずの職場でなぜこのような

ことが起こるのだろうか．

この背景には，「よきことをなす仕事」をして

いるというおごりがあるのではないだろうか．信旧

( 2021 )は，「福祉や医療 教育，マスコミなどは，

ある種の社会正義が存在基盤に埋め込まれているた

め，そもそもがハラスメントとは無縁であると考え

られている.」「外からのイメージは，『あんなすば

らしいことをしている団体」『正しいことを行って

いる組織』という一種の偶像化や理想化に満ちてい

るため,内部の人たちもいつのまにか自分たちが｢よ

きことをなす」存在であり，ハラスメントや暴力な

どとは無縁であり，組織内にそんなものは存在しな

いという錯覚をするようになる」と述べている23)．

障害者支援をする事業者は「障害のある人の権利を

守り‘その生活を豊かにしていく」という使命感を

持っているところが多い．そのことが，「自分たち

は崇高な目標のためにがんばっているのだから多少

のことは…」というおごりになってしまう可能性が

ある
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りに大きな困難を抱えさせられた障害のある人たち

を前にして，女性たちの困難は相対的に小さなこと

として捨象されてきたのではないだろうか．

「障害者の権利」と「労働者の権利」が相反する

ことは性別に関係なく起こる．しかし，障害福祉の

実践現場で働く女性職員には，「障害福祉実践現場

で働く職員」と「女性」のふたつの立場がある．①

障害福祉実践現場で働く職員としての立場は，障害

のある人の権利を守り，生活を向上させる使命感を

持っている．②女性としての立場は，ジェンダー不

平等が顕著な日本社会で生き，ジェンダー不平等に

依存した障害福祉の制度設計の中で働く困難を抱え

る．働き続けるためになにがしかの困難に出会った

時,女性の立場でその困難を言語化しようとしても，

障害福祉の実践現場で働く職員であるという立場が

抑圧してくる．これは他者からの抑圧だけではない．

解決困難な大きな社会的課題の前で，自分の困難を

自分で捨象してしまい，苦しみや葛藤は複雑になり

深くなる．

最後に，それでもインタビューに答えてくれた女

性たちは15年以上働き続けたのだということを指

摘しておきたい Cさん,Dさんは，離職したも

のの再度障害福祉の仕事に就いている．退職したB

さんの言葉rいつかこの丑雲に房タたい 鱈諄のあ

るﾉ(と楽/ご週ご'すことは 鐙諄のあるﾉ(からたくさ

んのことを堂ばぜで沙らえる母象百 自分がそこ/ご

いることか百分のためにまる_／にあらわれているよ

うに，実践現場には実践があり，働きかけ働きかけ

られ，お互いの人格発達を豊かにしていく世界があ

る，しかし，それを個人と個人の関係性の中にとど

めてしまうことは「やりがいがあるのだからいいだ

ろう」と，課題から目をそらすことにつながる．職

員たちが感じる障害福祉の仕事のやりがいを消耗さ

せて実践現場から去らせてしまうのではなく，実践

現場を発展させることにつなげていかなければなら

ない．問題の構造を知り，その本質をとらえ，互い

の豊かな人格発達の世界を，職員集団づくり，そし

て，社会づくりまで発展させていかなければならな

いのである．

本研究を通してわかったことは，日本の社会構造

は，そもそも労働現場で女性の人権を守ること自体

が非常に困難であり，さらに介護保険法・障害者総

合支援法の制度はジェンダー不平等に依存した仕組

みであり，実践現場で働く女性たちは不利益をこう

むりやすい．そして，障害福祉の実践現場では，生

きることに大きな困難を抱えさせられた障害のある

人の人権を守る使命があるからこそ，そこで働く女

性たちの人権は実践現場の課題の外に置かれやすい

構造があるということであった．

5．おわりに

本研究は限定された地域で働く特定の年代の4名

のインタビューを分析したもので，普遍化には限界

がある．また，インタビュー調査については，聞き

手と語り手の認識の違いや価値判断が存在してい

る．一方で，ナラティブインタビューの手法を用い

たことで、飲み込むことを強いられ自分の中に収め

た声を外に出す過程で，インタビュー対象者自身が

自分の置かれていた状況に気づく場面もあり，今ま

で表に出にくかったそれらの声を分析した点に意義

があると考える。
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要 旨

本研究は‘障害福祉の実践現場で15年以上継続して働いている女性職員たちの雛転職理由について，背

景にジェンダー不平等の問題があるのではないかという視点から分析を行った．まず‘「日本における女性

労働者に関わる制度」や「社会福祉基礎構造改革による影響」等の背景を概観し,日本社会では女性がケア

役割を引き受けさせられ，経済的に弱い立場になりやすいジェンダー不平等があり‘社会福祉基礎構造改革

では，そのジェンダー不平等を利用して低賃金で働く女性たちを含み資産にした貧しい介護・福祉の制度が

作られていることがわかった 次に，それらが，現在，障害福祉実践現場で働く女性たちにどのような影響

を与えているのかについて，インタビュー調査から分析を行った．その結果，貧しい制度下で障害福祉の実

践現場で起こる「障害者の権利」と「労働者の権利」が相反する状況の中で‘障害者の権利を守る使命感か

ら，女性たちの困難は相対的に小さなこととして捨象されてしまい，困難が解決せず離転職につながってい

ることがわかった．また，女性たち自身も「障害者の権利を守る」という目的のため，自らの困難を飲み込

んでしまっていることが見えた．考察の結果‘これらの課題から目をそらさず，ジェンダー不平等に依存し

ない実践現場を作り，それを社会づくりまで発展させていかなければならないと考えた．

キーワード 障害福祉実践現場 女性職員 ジェンダー 転職 離退職
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Research on the resignation and job-changing of female staif working in disability welfare practice sites

From a gender perspective.
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This paper conducts an interview survey with female social workers who have been working

continuously in the disability welfare 6eld fbr more than l5 years. In this interview, I hypothesized that

the reason fbr their resignation was due to issues of gender inequality, and l tested this hypothesis.

First, we outlined the background of 'Isystems related to female workers in Japan1! and Mthe impact of

the social welfare basic structural reform.'! In Japanese society，there is gender inequality in which

women are fbrced to take on care roles and are prone to being in an economically weak position. We

fbund that the social welfare basic structural refbrm has created a poor nursing and welfare system

that takes advantage of this gender inequality and exploits women who work fbr low wages・Next,

We conducted the interview survey to find out what kind of impact these have on women currently

working in the field of disability welfare.What we fbund fifom the survey is that under a poor system, a

situation occurs in which !'the rights of people with disabilitiesI! and ''the rights of workersI! are in

conHict in disability welfare practices. In this situation, due to the sense of mission to protect the rights

of people with disabilities, the difYiculties of women are dismissed as relatively small，leading to their

difficulties not being resolved and them quitting their jobs. Moreover, we saw that the women

themselves are swallowing up their own difficulties ibr the purpose of 11protecting the rights of people

with disabilities." As a result of our investigation, we thought that we need to change disability welfare

practices into workplaces that are not dependent on gender inequality. And we thought that we need to

develop this into society building.

keywords: disability welfare practice site, female staff, gender, job-changing, resignation/retiremenl
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